
徳島県GIGAスクール構想推進本部事務局

令和８年度 第１回
徳島県ＧＩＧＡスクール構想推進本部会議



次 第
日時 令和８年５月２９日（金） 午後１時３０分から午後３時

１ 開 会

２ 本部長挨拶

３ 報告・協議
（１）推進本部及び各部会の設置・役割 及び
推進本部の目標について

（２）各部会の目標・取組等について
（３）その他

４ 閉 会

①



所属及び役職 氏名（敬称
略）

備 考

徳島県教育委員会 教育長 中川 斉史 本部長

徳島県市町村教育委員会連合会 会長 井上 圭三 副本部長

徳島県教育委員会 副教育長 髙﨑 美穂 副本部長

徳島県小学校長会 副会長（学島小学校長） 片山 富造

徳島県中学校長会 理事（宍喰中学校長） 岡澤 洋

徳島県高等学校長会 会長（城東高等学校長） 木屋村浩章

徳島県特別支援学校長会  会長（板野支援学校長） 小谷 慎一

徳島県教育委員会 教育改革統括監 眞椙 秀也

徳島県教育委員会 教育次長 遠藤 岳哉 小・中学校担当

②

出席者名簿



所属及び役職 氏名（敬称
略）

備 考

徳島県教育委員会 教育政策課 課長 玉岡あき子

徳島県教育委員会 教育ＤＸ推進課 課長 秋山 敏二
教育DXタスクフォースリーダー

徳島県教育委員会 教育ＤＸ推進課 主幹 橋本 史朗
推進チームリーダー
情報モラル・情報セキュリ
ティ対策部会長併任

徳島県教育委員会 義務教育課 課長 宮城 佳恵 小学校部会長

徳島県教育委員会 高校教育課 課長 藤本 智美

徳島県教育委員会 高校教育課 主幹 武田 浩明 高等学校部会長

徳島県教育委員会 特別支援教育課 課長 中山 登 特別支援学校部会長

徳島県教育委員会 いじめ・不登校対策課 主幹 宮田 善夫 学びの保障部会長

徳島県立総合教育センター 教職員研修課 課長 西村 広志 中学校部会長

徳島県立総合教育センター 学校経営支援課 課長 平田 義明 データ活用研究部会長

【事務局】徳島県教育委員会 教育ＤＸ推進課 ＧＩＧＡ・学び創造担当

事務局長：富永憲志、庶務担当： 武知将人、事務局員： 松田善信・大西芳正・濵文和・坂東永充

③

出席者名簿



R８ 徳島県ＧＩＧＡスクール構想 各組織の構成

④

（推進本部事務局より）



昨年度の推進目標と全体重点目標

⑤

（推進本部事務局より）
令和７年度 徳島県GIGAスクール構想推進本部

重点推進事項

①「徳島ICT活用モデル」の
 M段階の事例創出

②「県域のアカウント」の普及



「徳島ＩＣＴ活用モデル」について

⑥

（推進本部事務局より）

・令和６年３月、推進本部にて策定

・令和６年４月、全教職員へ配布

Ａ段階以上の実施率が、全校
１００％を目指す。

令和６年度の目標

各校における、M段階の事例創出
を目指す。

令和７年度の目標

・２年間にわたり、｢徳島ＩＣＴ活用
モデル｣を基にした活動を展開

・これまでの実践事例等をふり返り、
改めてＳＡＭＲ段階を整理



「徳島ＩＣＴ活用モデル」（改訂版）について

⑦（推進本部事務局より）



⑧

R７ 「徳島ＩＣＴ活用モデル」に関する取組の結果

昨年度の目標
（推進本部事務局より）

Q1：現在、校内の授業で「徳島ICT活用モデル」の
M段階の事例は見られますか？

Q2：現在、校内で県域のGoogleアカウントを活用していますか？

※中等教育学校・市立高等学校も含む

※活用率

８１．４％

７６．１％

７９．７％

１００ ％

１００ ％

どちらの重点推進事項も
約８割の学校で目標が達
成されている。



⑨

R７ 「徳島ＩＣＴ活用モデル」に関する取組の課題
（推進本部事務局より）

各校における 校内で必要であると考えている取組の割合
※１【算出方法】該当校数/対象校数
※２：各校、最大３つまで選択可の条件指定で回答

・｢ICTの活用推進｣を課題とする学校は、依然として多い。
・本県も、ICT活用について、校内での教員格差が大きいと推察される。

約８割の学校でM段階の取組が見られる一方で･･･

児童生徒が日々の授
業でICTを活用せず、
情報活用能力の育成
は図られない。



⑩

学校が抱えてきた諸課題に対する解決策として
（推進本部事務局より）

徳島県の現状
・ＩＣＴの活用推進が課題
・教員の二極化
・好事例（M事例）の普及に課題

国が示す方向性
・デジタル学習基盤を前提とした学び
・情報活用能力の抜本的向上
・生成AIの利活用について研究

指導の強化
が必要

令和６･７年度の指導･助言体制 令和８年度の指導･助言体制

徳島ＩＣＴ活用モデル

推進チーム

学校訪問･学校計画訪問

教科等
指導主事等

教科等に関する
指導･助言

ICT活用･情報活用能力の
育成に関する指導･助言

徳島ＩＣＴ活用モデル

推進チーム

学校訪問･学校計画訪問
･研修 等

教科等
指導主事等

教科内容等の指導･助言
プラス

ICTを活用した授業改善の指導･助言

サポート移行･発展



⑪

令和８年度 推進目標と全体重点目標
（推進本部事務局より）



「徳島ＩＣＴ活用モデル」M段階の事例研究・展開

令和８年度の推進目標

①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例研究・展開
②生成AIを含む「 県域アカウント」の活用

⑫

（推進本部事務局より）



令和８年度の推進目標

①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例研究・展開
②生成AIを含む「 県域アカウント」の活用

生成AIを含む「県域アカウント」の活用

標準化と自由化
標準化⇒県域アカウントで利用可

能なツールを活用した授
業づくり･校務ＤＸなど

※県内全ての児童生徒・教職員が
共通して、一定のスキルやノウ
ハウを身に付けていく。

県域アカウントのメリット(一例）
①教師のメリット
校種や市町村の枠を越えて、
各ツールの実践事例やノウハ
ウの共有が可能。

②児童生徒のメリット
進学･転校時、学習成果物等を
持ち越すことが可能。

③将来的な教育データの利活用
ダッシュボード機能を実装す
るにはデータの一元化(統一
ツール)が必要。

県域のアカウントで利用可能な
全国的によく使われているアプ
リケーション
①Google Classroom
学習管理ツール。クラス作成、
課題作成、フィードバック等
が行える。

②Google スプレッドシート
表計算ツール。複数人での同
時編集が可能。

③Google スライド
プレゼンテーション資料作成
ツール。複数人での同時編集
が可能。

④Google Chat
個人宛からグループ間まで、
手軽にコミュニケーションが
とれるツール。

⑤Google ドライブ
オンラインストレージ。ほか
のユーザーの閲覧や編集を許
可できる。

⑬

※県域のアカウントとは
共通ドメインによる県域を統一した
Googleのアカウント

TM

TM

TM

TM

（推進本部事務局より）



徳島県GIGAスクール構想 推進チームの役割

⑭

□ 推進本部及び各部会の施策等の周知
□ 訪問校の課題･取組･意見等の収集
□ 各課の学校訪問担当指導主事等との情報共有
□「徳島ＩＣＴ活用モデル」を基とした教育ＤＸの支援
□ 各校種部会からの提案の周知
□ ＧＩＧＡ推進月間における実践の依頼･各校の取組紹介
□ 他の教育ＤＸ関連事業等との連携

主な活動内容

（推進本部事務局より）



小学校部会

高等学校部会 特別支援学校部会

中学校部会

推進目標･全体重点目標に向けた支援
（各校種の実態･発達段階等に応じて）

R８のメインテーマ
①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例研究・展開
② 生成AIを含む県域アカウントの活用
③ 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

各部会

学びの保障部会

情報モラル・情報セキュリティ対策部会

教育DXタスクフォース

データ活用研究部会

持続可能なＧＩＧＡスクール構想推進に向けた環境
設計の提案（学校のネットワーク・県立校の端末等）

情報モラル･情報セキュリティ関係の情報
収集･発信等（各校種部会と連携）

学校（教室）外における学びの場を保障
するためのＩＣＴ活用についての研究

教育データ利活用についての研究

各校種部会

ＧＩＧＡスクール構想推進に向けた調達スキームの
構築・実行計画の提案（小・中学校の端末・次世代
システム等）

※共同調達検討部会は、徳島県教育情報化推進協議会に
係る検討組織の役割も兼ねる。

共同調達検討部会（R８年度は設置しない）

徳島県ＧＩＧＡスクール構想 各部会の役割

★学びを支える情報活用能力をどう育成するか？
★探究的な学びをどう展開していくか？

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

☆県域アカウントを活用していくメリットをどう伝えるか？
☆学校現場での「標準化」を何から、どのように進めていくか？
☆授業･学習等でどう活用するか？
☆校務･研修等でどう活用するか？

生成AIを含む｢県域アカウント｣の普及

☆M段階の授業を全教員が日常的に実施するには？
☆児童生徒の主体的な学びを実現するためのポイントは？

｢Ｍ｣段階の事例研究・展開

⑮

（推進本部事務局より）

各専門部会（各テーマについて、調査・研究）



ＩＣＴを活用した学びの

指導チーム

ＩＣＴを活用した学びの指導チームの役割

⑯

令和８年度の重点推進事項

①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例研究・展開
②生成AIを含む「 県域アカウント」の活用

小学校部会

中学校部会 特別支援学校部会

高等学校部会

各校種の実態･発達段階等に応じた
推進目標･重点目標の達成に向けた
支援

各校種部会連 携 の 強 化

各学校

指導チームの活動自体
において、県域アカウ
ントを用いて、各校種
部会と各学校を双方向
につなぐ。

各校種の実態に応じた
各部会からの提案を、
学校訪問等で推進する
内容に直接反映する。

各校種部会からの提案に対する
先生方の意見等を直接、各校種
部会へ届ける仕組みを構築する。
（Googleのツールを活用）

このような実践をしている。
このようなことができそう。
こういうことに困っている。
こういうことは難しい。

  など

先生方と部会がＭ事例や
県域アカウントの活用事
例を一緒に考えていく。

（推進本部事務局より）

認定資格取得推進



徳島県ＧＩＧＡスクール構想推進チームの取組

令和８年度の重点推進事項

①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例研究・展開
②生成AIを含む「 県域アカウント」の活用

⑰

（推進本部事務局より）

５月 ６～１０月 １１～１２月 １～３月

各校にて「徳島ICT活用
モデル(以下､｢活用モデ
ル」という｡)」を基に、
自校の現状を把握する。
(｢活用モデル｣でセルフ
チェックを行う。 等）

【とくしまＧＩＧＡ推進月
間（11月）】
○各校にて「１人１台端
末｣を活用し、M段階を
意識した授業や県域ア
カウントを活用した実
践授業等を実施

○実践例を報告
（各校のＨＰに掲載）

○教育ＤＸ推進に係る調
査への回答(フォーム)

各校にて、令和８年度
の実践を共有し、振り
返り･まとめ等を実施。

随時、先生方の意見等を直接を各校種部会へ。

６月と11月の「とくし
まGIGA推進月間」に向
け、各校にて、どのよう
な活動を行うか、共通理
解を図る。

【Ｍ段階の事例研究・展
開に向けた取組】

【生成AIを含む「県域のアカ
ウント」を活用する取組】

各校にて 推進・研究・研修・実践 等

各校種部会からの
提案等も参考に

先生方からの意
見等を参考に、
支援の内容等を
見直します。

【とくしまＧＩＧＡ推進
月間（６月）】
○各校にて「１人１台端
末｣を活用した実践授業
等を実施

○教育ＤＸ推進に係る調
査への回答(フォーム)

県域アカウントの
ツールを活用して



徳島県GIGAスクール構想 各部会の取組

⑱

令和８年度の重点推進事項

①「徳島ICT活用モデル」M段階の事例研究・展開
②生成AIを含む「 県域アカウント」の活用

推進・指導チーム・各部会

徳島県教育委員会

各 学 校

まずは推進チームや各部会の活動
自体で県域アカウントを活用

様々な施策等で学校に携わる県教委の
指導主事等も県域アカウントの活用を

◎県域アカウントを活用できる学校・教員を増やす
◎校種や市町村の別にとらわれない横展開が可能

（推進本部事務局より）



令和８年度 年間スケジュール

月
徳島県ＧＩＧＡスクール構想推進本部

推進本部・各部会 推進チーム・指導チーム

４
･推進本部・部会設置・委嘱 ･学校訪問計画､準備､打合せ

･教育ＤＸ推進に係る年間ｽｹｼ゙ｭー ﾙ表の発行（各校へ）

５
･第１回各部会の開催
･第１回推進本部会議（本日）

･前期学校訪問実施開始【５月～７月】
（施策の周知、指導･助言、取組や意見の収集）

･各部会への情報提供（通年）

６ ･徳島県学校教育情報化推進計画に係る調査 ･とくしまGIGA推進月間

９ ･後期学校訪問実施開始【９月～１２月】

10 ･第２回各部会の開催

11 ･第２回推進本部会議 ･とくしまGIGA推進月間

12 ･とくしまGIGA推進月間の取組紹介

２ ･第３回各部会の開催

３
･第３回推進本部会議
･次年度に向けての準備

･次年度に向けての準備

⑲

（推進本部事務局より）



具体的な取組計画（スケジュール）

令和８年度 小学校学校部会の役割

令和８年５月２９日（金）
小 学 校 学 校 部 会

現状・課題 等 方策

青：Ｍ段階の事例研究・展開関連 赤：県域アカウントの活用関連 紫：両方に関連

第１回部会
（５月）

第２回部会
（11月）

第３回部会
（３月）6月推進月間 11月推進月間４月 ９月 １月

自律的に学び続ける児童の育成
- 生成AI時代の情報活用能力の育成と県域アカウントの利活用促進 -

①児童主体の学びにおける授業設計と、学びを深化させる

ICT活用に課題

②ICTスキルの向上に伴う、情報モラル教育の充実に課題

③県域アカウント（生成AI）活用率の乖離

（教職員7割に対し、児童3割）

①ICTを活用した学びの指導チームによる指導助言
②タイピング大会の実施、学び通信による情報モラル
教育の普及促進
③県域アカウント（生成AI ）を活用した教員研修の実施

部会での取組 学校への依頼

①M段階（児童主体の学び）の定着

②情報活用能力の育成

③県域アカウント（生成AI）の活用推進

県域アカウント・AIを活用した研究授業の実施

県域アカウントを活用した悉皆研修の実施
学校訪問や公開授業等でAI・Google Workspace事例を収集し、ＨＰ等で随時発信

校内の情報共有・相談環境づくりに向けたGoogleチャット活用支援・研究授業の実施

学校訪問、職員研修、要請訪問等においてM段階事例を収集し、ＨＰ等で随時発信

タイピング
夏休み練習大会

タイピング
冬休み決勝大会

GIGAワークブック（徳島版）を活用した実践の普及

部会通信で情報モラ
ル教育実践の紹介
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具体的な取組計画（スケジュール）

令和８年度 中学校部会の役割

令和８年５月２９日（金）
中 学 校 部 会

中学校の実態・発達段階等に応じた、推進目標・全体重点目標に向けた支援
～生成AIとICTを活用し、生徒の主体性と情報活用能力を育む学びのデザイン～

① 生徒の情報活用能力の育成にあたり、生徒間、学校間の格差が大きい

② 生成AIを含む県域アカウントの活用頻度の学校間の格差が大きい

③ 先進的な優れた取組事例が活用しきれていない

現状・課題 等

① 全国学テのCBT化も見据え、基礎スキルの底上げを促進

② 校務の効率化に向け、活用の好事例の収集・発信、校内研修の推進

③ 生成AIの活用を含むM事例の収集・発信 

方策

青：Ｍ段階の事例研究・展開関連 赤：県域アカウントの活用関連 紫：両方に関連

第１回部会
（５月）

第２回部会
（11月）

第３回部会
（３月）6月推進月間 11月推進月間４月 ９月 １月

次
年
度
の
準
備

①夏休み
タイピング大会

①冬休み
タイピング大会

②生成AIを含む「県域アカウント」の活用
校務利用などの好事例の収集・発信、校内研修の推進

→身近な校務の効率化から始められるようにテンプレート集などの情報提供

③生成AIの活用を含むM事例の収集・発信
→隙間時間で視聴しやすいように短時間の動画で配信
公開授業などの機会を積極的に活用できるように情報発信
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具体的な取組計画

令和８年度 高等学校部会の役割

令和８年５月２９日（金）
高 等 学 校 部 会

①情報活用能力の育成
・生成AI利用等のリスク管理、情報モラルの育成

②学びの「質」の向上（M事例も含む）
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の深化へ

現状・課題 等

①生成AIの利便性とリスク管理、情報モラルの指導事例を発信・共有

②-1  授業デザイン・ファシリテーション能力を高める指導・助言、研修

②-2 「使える」アーカイブを活用しやすい形式で共有

方策

青：Ｍ段階の事例研究・展開関連 赤：県域アカウントの活用関連 紫：両方に関連

ICT活用による学び・指導の深化と、生成AIを含む県域アカウントの活用

・徳島ICT活用モデルＭ段階の再提示
・学びの指導チームとの連携による指導・助言
・教育課程研究集会等その他研修での課題・実践例紹介
・教員の日常的な県域アカウント利用および生成AI活用の促進
・各学校の情報担当とのGoogle Chatグループ作成および活用の推進
・Google ChatグループによるM事例等（生成AI・情報モラル事例含む）の収集・アーカイブ共有

高等学校部会

・Ｍ段階の授業実践・改善・研究授業実施・振り返り
・学びの指導チームの指導・助言に基づく授業改善・実践・振り返り
・教育課程研究集会等その他研修や他校種見学による多角的な研修の受講
・教員の県域アカウント利用および生成AI活用の日常化
・各学校の情報担当者用Google Chatグループの活用（事例共有・相談）
・Google ChatグループによるM事例等（生成AI・情報モラル事例含む）の紹介・アーカイブ共有

各学校の活動
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具体的な取組計画（スケジュール）

令和８年度 特別支援学校部会の役割

令和８年５月２９日（金）
特 別 支 援 学 校 部 会

・幅広い児童生徒の実態に応じた「情報モラル・
セキュリティ教育」の充実（授業計画・教材等）

・教員間および学校間におけるICT活用に関する格差
・ICTの活用による新たな学びや体験の創出と共有

現状・課題 等
・｢情報モラル・ターゲット表｣の活用と学びの共有
・ICT活用に関する好事例を周知し、活用法を共有
・専門家との連携による新たな学びや体験の研究と、
その成果の周知および共有

方策

青：Ｍ段階の事例研究・展開関連 赤：県域アカウントの活用関連 紫：両方に関連

第１回部会
（５月）

第２回部会
（11月）

第３回部会
（３月）6月推進月間 11月推進月間４月 ９月 １月

【
部
会
】

ＩＣＴをフル活用した新たな「学び」や「体験」の波及～シームレスにつながり、みんなの学びへ～

特別支援学校の実態・発達段階等に応じた 推進目標・全体重点目標に向けた支援

児童生徒主体のオンラインを活用した学びの場「情報モラル研究会」を企画・運営

適宜、学校や先生方からの意見を収集。（フォーム･スプレッドシートの確認）

各校の特色ある取組の紹介等、オンラインによる交流機会を提供
部
会
準
備

計
画
策
定

次
年
度
の
準
備

『情報モラル･ターゲット表』を共有・活用しながら、ともに学ぶ機会を拡充

専門家と連携し、モデル校においてICTの活用方法を研究し、成果を共有

随 時 イ ン ス タ グ ラ ム に て 配 信

【
部
会
】

【
学
校
】

オンラインによる交流及び共同学習に参加し、シームレスな学びを実現

モデル校において、ICTの活用方法を専門家と連携して研究し、成果を発信
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具体的な取り組み

令和８年度重点目標

課題

令和８年度ＧＩＧＡスクール構想推進本部 【教育ＤＸタスクフォース】部会

方策

・県域統一アカウントの円滑な運用と活用促進

徳島県における教育のDXを推進し、教育に必要で持続可能な環境を構築する協議及び調整を行う

第１回
部会 ・令和８年度の重点目標、課題、方策について説明し、委員間で共有する。

・「徳島県学校教育情報化推進計画」の進捗状況報告および、教育現場のニーズに応じた継続的
な改善策についての意見聴取。

・ネットワーク設備および端末の稼働状況、教職員・生徒の「使用感」を踏まえた運用の最適化
に向けた意見交換。

第２、３回
部会

・県立学校のネットワーク環境の最適化

・徳島県学校教育情報化推進計画の着実な実行 ・有識者からの意見聴取と教育現場のニーズ反映を
重視した計画策定

・関係機関との連携強化による効率的な事業推進

・ネットワークの安定稼働を維持し、現場に負担をかけ
ない迅速な支援体制の構築

※補足
計画は、タスクフォースにおける議論や、教育現場からの意見、有識者からの助言等を踏まえ、適宜修正される。
計画の推進にあたっては、関係機関との連携を密にし、効率的かつ効果的な事業実施に努める。

・タブレット端末の教育的活用の推進

・ICT支援員による伴走型支援の充実
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具体的な取組計画

令和８年度 情報モラル・情報セキュリティ対策部会の役割

令和８年５月２９日（金）
情報モラル・情報セキュリティ対策部会

情報モラル・情報セキュリティ関係の情報収集・発信等

・技術の進化や教育現場の課題への対応継続

・データの保護に対する意識の更なる向上

・生成ＡＩの適切な利活用

課題

・自他の人権を尊重する情報モラル教育の推進

・情報を正しく安全に利活用できる情報活用能力の

育成の推進

・校務をはじめとする様々な場面における、生成

ＡＩの適切な利活用の推進

方策

第１回部会
（５月）

第２回部会
（11月）

第３回部会
（３月）6月推進月間 11月推進月間４月 ９月 １月

情報モラル教材「GIGAワークブックとくしま」を活用した情報モラル教育啓発

生成ＡＩの活用と、その課題について研究・整理

面談やＰＴＡ行事等の機会を捉えて保護者へ周知

活用の好事例等を、学校から情報収集

徳島県GIGAスクール構想推進チームとの情報共有

国及び他県の動向をふまえ、データの適切な取扱いについて各部会と協議・発信

・成果の検
証を元に
作成物の
改訂
・「FAQ」
更新

青：Ｍ段階の事例研究・展開関連 赤：県域アカウントの活用関連 紫：両方に関連

情報セキュリティ意識の向上に向けた啓発
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令和８年度 学びの保障部会の役割

令和８年５月２９日（金）
学 び の 保 障 部 会

多様な背景を持つ児童生徒の学びを保障するための、ICTを活用した個別
最適な学習環境の研究

不登校児童生徒、病気療養中等の児童生徒、外国に

ルーツをもつ児童生徒への具体的な学習の取組の推

進が必要

現状・課題 等
① 学校計画訪問や教育支援センター等の
訪問で好事例の情報収集・発信

② 生成AI（Gemini 等）を活用し、多言語で対応
できる学習環境の整備

③ Google Workspaceの活用法等の発信

方策

具体的な取組計画 （部会での取組 、部会員への依頼  ）

青：Ｍ段階の事例創出関連 赤：県域アカウントの普及関連 紫：両方に関連

第１回部会
（５月）

第２回部会
（11月）

第３回部会
（３月）6月推進月間 11月推進月間４月 ９月 １月

年間取組計画・
役割分担の提示

今年度の
成果と課題

・生成AI(Gemini等)を活用し多言語対応した学習環境
・Google Workspaceを活用した共同編集等

・Google Workspaceの操作方法、活用方法等を部会通信で発信
・学校計画訪問等で、県域アカウントの利用促進

不登校等児童生徒へのICTを活用した学習の取組。できるだけ誰もが活用しやすいような工夫をする。

県域アカウントを用いた
好事例収集とその推進

義務教育段階 特別支援学校 校内教育支援センター 教育支援センター 保健室登校

部会通信の発信
（活用しやすさを重視して取り組む数を増やす）

県内学校計画訪問等や、
他の都道府県教育委員会
からも、好事例を収集・整理
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具体的な取組計画（スケジュール）

令和８年度 データ活用研究部会の役割

令和８年５月２９日（金）
データ活用研究部会

・県域アカウント活用によるキャリアパスポートのデジタル化推進
・生成AIを活用した教育データの分析と利活用に関する研究
現状・課題 等 方策

青：Ｍ段階の事例研究・展開関連 赤：県域アカウントの活用関連 紫：両方に関連

第１回部会
（５月）

第２回部会
（11月）

第３回部会
（３月）6月推進月間 11月推進月間４月 ９月 １月

【
部
会
】

【
学
校
】

進捗状況の確認・修正 まとめ・次年度への引継

・キャリアパスポートのデジタル化について、
実務上の課題解決方法の研究・提案

・県域アカウントを用いたデータ利活用の
メリットを周知

・データ活用における生成AIの活用について事例創出

・昨年度末にキャリアパスポートのデジタル化推奨を
周知（R９年度よりデジタル化）

・教師用の県域アカウントが発行済み、R８年度内に
全児童生徒用の県域アカウント発行予定

・スタディログと生成AIの連携についての研究

キャリアパスポートのデジタル化（フォーマット案の作成、データの引継方法についての提案 等）

県域アカウントを用いたデータ活用のメリットについて発信、事例等を研究・調査

生成AIを用いたデータ活用について先進地域の事例収集・研究・調査 先進事例の周知

キャリアパスポートデジタル化の可能な学年から移行を開始

キャリアパスポートデジタル化（モデル校）

生成AIを用いたデータ活用について事例創出（モデル校）
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